
(57)【要約】

【課題】　アモルファスシリコンで構成されたＧＯＧ回

路の場合でも、部分駆動の際に素子の劣化を最小限にし

た液晶駆動回路およびこれを備えた液晶表示装置を提供

する。

【解決手段】　液晶駆動回路は、画像を表示する画素ア

レイの駆動すべきラインアドレスを順次進めてイネーブ

ル信号を出力する第１のシフトレジスタ(21,51,61)と、

前記第１のシフトレジスタでイネーブルとされたライン

に対して、前記イネーブル信号に対応して当該ラインの

駆動のための信号を出力する駆動手段(31,41,71)とを備

え、これらを構成するトランジスタがアモルファスシリ

コンで形成される。液晶表示装置はさらに液晶駆動回路

で駆動される画素アレイを備える。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 画 像 を 表 示 す る 画 素 ア レ イ の ラ イ ン ア ド レ ス を 進 め 、 駆 動 す べ き 表 示 対 象 ラ イ ン に つ い
て の み イ ネ ー ブ ル 信 号 を 出 力 す る 第 １ の シ フ ト レ ジ ス タ と 、
　 第 １ の シ フ ト レ ジ ス タ で イ ネ ー ブ ル と さ れ た ラ イ ン に 対 し て 、 前 記 イ ネ ー ブ ル 信 号 に 対
応 し て 当 該 ラ イ ン の 駆 動 の た め の 信 号 を 出 力 す る 駆 動 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 液
晶 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 駆 動 手 段 は 、 前 記 第 １ の シ フ ト レ ジ ス タ の 出 力 端 に ゲ ー ト が 接 続 さ れ 、 ラ イ ン 駆 動
信 号 の 通 過 を 制 御 す る ト ラ ン ジ ス タ ス イ ッ チ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液
晶 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 駆 動 手 段 は 、 当 該 ラ イ ン の ス キ ャ ン を 許 可 す る イ ネ ー ブ ル ス イ ッ チ と 、 前 記 第 １ の
シ フ ト レ ジ ス タ の イ ネ ー ブ ル 信 号 出 力 が 前 記 イ ネ ー ブ ル ス イ ッ チ を 介 し て 内 部 端 子 に 接 続
さ れ 、 そ の 出 力 が 前 記 画 素 ア レ イ の ラ イ ン 駆 動 信 号 を 出 力 す る 第 ２ の シ フ ト レ ジ ス タ で あ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 駆 動 手 段 は 、 前 記 画 素 ア レ イ の 片 側 に 配 置 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ま た は
３ に 記 載 の 液 晶 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 駆 動 手 段 は 、 前 記 第 １ の シ フ ト レ ジ ス タ に 対 し て 、 前 記 画 素 ア レ イ の 反 対 側 に 配 置
さ れ 、 そ の 出 力 が 前 記 画 素 ア レ イ の ラ イ ン を 駆 動 す る 信 号 を 出 力 す る 第 ２ の シ フ ト レ ジ ス
タ と 、 前 記 第 １ の シ フ ト レ ジ ス タ と 同 じ 側 に あ っ て 、 前 記 第 １ の シ フ ト レ ジ ス タ の イ ネ ー
ブ ル 信 号 を 前 記 画 素 ア レ イ の 当 該 ラ イ ン に 接 続 す る イ ネ ー ブ ル ス イ ッ チ と 、 を 備 え た こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の シ フ ト レ ジ ス タ は 、 そ の イ ネ ー ブ ル 出 力 線 に 接 続 さ れ た 補 助 容 量 を 備 え た こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か に 記 載 の 液 晶 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ の シ フ ト レ ジ ス タ は 、 前 ラ イ ン に お け る イ ネ ー ブ ル 出 力 を も と に 、 段 階 的 に 変
化 す る 当 該 ラ イ ン の イ ネ ー ブ ル 出 力 を 得 る 、 ト ラ ン ジ ス タ お よ び そ の ゲ ー ト ・ ド レ イ ン 間
に 接 続 さ れ た キ ャ パ シ タ に よ り 構 成 さ れ る ブ ー ト ス ト ラ ッ プ 回 路 を 備 え た こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か に 記 載 の 液 晶 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 液 晶 駆 動 回 路 は 、 ガ ラ ス 基 板 上 に 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ７ の
い ず れ か に 記 載 の 液 晶 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 液 晶 駆 動 回 路 を 構 成 す る ト ラ ン ジ ス タ が ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン で 形 成 さ れ た こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ８ の い ず れ か に 記 載 の 液 晶 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ な い し ９ の い ず れ か に 記 載 の 液 晶 駆 動 回 路 と 、 こ の 液 晶 駆 動 回 路 に よ り 駆 動 さ
れ る 画 素 ア レ イ を 備 え た 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 駆 動 装 置 お よ び こ れ を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る も の で 、 特 に 、 ア モ
ル フ ァ ス シ リ コ ン で 形 成 さ れ た TFT（ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ） ゲ ー ト ド ラ イ バ で 構 成 さ れ 、 ス
タ ン バ イ 時 に 部 分 駆 動 が 可 能 な 液 晶 部 分 駆 動 装 置 、 お よ び こ の 液 晶 部 分 駆 動 装 置 を 備 え た
液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 消 費 電 力 が 比 較 的 少 な い が 、 最 近 は 長 時 間 動 作 の 要 求 等 か ら 、 特 に 携 帯
型 電 話 機 等 の 分 野 で は さ ら な る 消 費 電 力 の 低 減 化 が 望 ま れ て い る 。 例 え ば 、 も と も と バ ッ
ク ラ イ ト を 用 い ず 消 費 電 力 の 少 な い 反 射 型 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て も 、 さ ら に 消 費 電 力 を
低 減 す る こ と が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 液 晶 表 示 装 置 の 低 消 費 電 力 化 お よ び 配 線 ス ペ ー ス を 減 ら し て ス ペ ー ス 効 率 を 向 上 さ せ る
た め 、 シ フ ト レ ジ ス タ を 用 い る 液 晶 駆 動 装 置 が 知 ら れ て お り 、 表 示 行 を シ フ ト レ ジ ス タ に
よ り 順 次 選 択 し 、 TFTを 駆 動 し て 液 晶 に 表 示 を 行 わ せ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 選 択 駆 動 を 前 の 行 か ら の 信 号 に よ り 当 該 ラ イ ン に 来 た と き だ け 行 い 、 か つ キ
ャ パ シ タ を 用 い て ハ イ イ ン ピ ー ダ ン ス を 実 現 し た も の と し て は 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た も
の が 知 ら れ て い る 。 ま た 、 こ の 特 許 文 献 １ に お い て は 、 十 分 な 駆 動 電 圧 を 得 る た め に ブ ー
ト ス ト ラ ッ プ 技 術 も 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 、 ス タ ン バ イ 時 に は 液 晶 表 示 素 子 全 体 で は な く 、 そ の 一 部 に の み 表 示 を 行 っ て 電 力
を さ ら に 削 減 す る 部 分 駆 動 （ パ ー シ ャ ル 駆 動 ） 方 式 が 提 案 さ れ 、 実 用 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 部 分 駆 動 方 式 に お い て は 、 表 示 さ せ た い ラ イ ン ま で 進 め 、 選 択 的 に 駆 動 さ れ る ラ イ
ン に 設 け ら れ た ス イ ッ チ を オ ン さ せ て TFTに ス キ ャ ン デ ー タ を 供 給 す る よ う に し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ６ ， ０ ６ ４ ， ７ １ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 部 分 駆 動 方 式 は 、 ガ ラ ス 基 板 の 上 に ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン ト
ラ ン ジ ン ス タ に よ る ゲ ー ト を 形 成 し た Ｇ Ｏ Ｇ （ ゲ ー ト ド ラ イ バ オ ン グ ラ ス ） 回 路 で は 実 現
さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ れ は 、 ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン ト ラ ン ジ ス タ で 構 成 さ れ た シ フ ト レ ジ ス タ は ゲ ー ト 電 圧
を か け 続 け る よ う な 使 用 を す る と 劣 化 が 進 み や す く 、 し き い 値 が 変 動 し て 画 質 が 変 化 し 、
あ る い は 動 作 の 異 常 を 招 く と い う 問 題 が あ る た め で あ る 。 す な わ ち 、 部 分 駆 動 の た め に は
、 部 分 駆 動 さ れ る ラ イ ン に 設 け ら れ た ト ラ ン ジ ス タ ス イ ッ チ は 部 分 駆 動 さ れ る 時 間 の 間 、
ゲ ー ト バ イ ア ス を か け 続 け て ト ラ ン ジ ス を オ ン さ せ る 必 要 が あ る た め 、 ゲ ー ト バ イ ア ス が
か け ら れ て い る 時 間 に 比 例 し て 劣 化 が 進 み 、 正 常 な 動 作 を 長 期 間 に わ た っ て 保 証 で き な く
な る た め で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン で 構 成 さ れ た Ｇ Ｏ Ｇ 回 路 の 場 合 で も 、 部 分 駆
動 の 際 に 素 子 の 劣 化 を 最 小 限 に し た 液 晶 部 分 駆 動 装 置 お よ び こ れ を 適 用 し た 液 晶 表 示 装 置
を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 画 像 を 表 示 す る 画 素 ア レ イ の ラ イ ン ア ド レ ス を 進 め 、 駆 動 す べ き 表 示
対 象 ラ イ ン に つ い て の み イ ネ ー ブ ル 信 号 を 出 力 す る 第 １ の シ フ ト レ ジ ス タ と 、 第 １ の シ フ
ト レ ジ ス タ で イ ネ ー ブ ル と さ れ た ラ イ ン に 対 し て 、 前 記 イ ネ ー ブ ル 信 号 に 対 応 し て 当 該 ラ
イ ン の 駆 動 の た め の 信 号 を 出 力 す る 駆 動 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 液 晶 駆 動 回 路 が
提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 駆 動 手 段 は 、 前 記 第 １ の シ フ ト レ ジ ス タ の 出 力 端 に ゲ ー ト が 接 続 さ れ 、 ラ イ ン 駆 動
信 号 の 通 過 を 制 御 す る ト ラ ン ジ ス タ ス イ ッ チ で あ る と 良 く 、 あ る い は 当 該 ラ イ ン の ス キ ャ
ン を 許 可 す る イ ネ ー ブ ル ス イ ッ チ と 、 前 記 第 １ の シ フ ト レ ジ ス タ の イ ネ ー ブ ル 信 号 出 力 が
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前 記 イ ネ ー ブ ル ス イ ッ チ を 介 し て 内 部 端 子 に 接 続 さ れ 、 そ の 出 力 が 前 記 画 素 ア レ イ の ラ イ
ン 駆 動 信 号 を 出 力 す る 第 ２ の シ フ ト レ ジ ス タ で 構 成 さ れ る と 良 い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 記 駆 動 手 段 は 、 前 記 第 １ の シ フ ト レ ジ ス タ に 対 し て 、 前 記 画 素 ア レ イ の 反 対 側
に 配 置 さ れ 、 そ の 出 力 が 前 記 画 素 ア レ イ の ラ イ ン を 駆 動 す る 信 号 を 出 力 す る 第 ２ の シ フ ト
レ ジ ス タ と 、 前 記 第 １ の シ フ ト レ ジ ス タ と 同 じ 側 に あ っ て 、 前 記 第 １ の シ フ ト レ ジ ス タ の
イ ネ ー ブ ル 信 号 を 前 記 画 素 ア レ イ の 当 該 ラ イ ン に 接 続 す る イ ネ ー ブ ル ス イ ッ チ と 、 で 構 成
さ れ る と 良 い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 液 晶 駆 動 装 置 お よ び 液 晶 表 示 装 置 に よ れ ば 、 シ フ ト レ ジ
ス タ に よ り 駆 動 す べ き 表 示 対 象 ラ イ ン に つ い て の み イ ネ ー ブ ル 信 号 を 出 力 し 、 こ の イ ネ ー
ブ ル 信 号 を も と に 別 の 駆 動 手 段 で ラ イ ン 駆 動 信 号 を 供 給 す る よ う に し て い る の で 、 駆 動 回
路 が ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン で 形 成 さ れ て い る よ う な 場 合 に 部 分 駆 動 を 行 っ て も 、 各 ト ラ ン
ジ ス タ の ゲ ー ト に 高 電 圧 が か か る 時 間 は 著 し く 短 縮 さ れ 、 劣 化 を 防 止 し て 長 寿 命 化 を 実 現
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 部 分 駆 動 を 実 現 す る の に 各 ラ イ ン ア ド レ ス を 直 接 指 定 す る の で は な く 、 シ フ ト レ
ジ ス タ を 用 い て 順 次 指 定 を し て い る た め 、 外 部 へ の 接 続 線 の 数 を 大 幅 に 削 減 で き る と と も
に 、 歩 留 ま り の 向 上 お よ び コ ス ト の 削 減 が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の い く つ か を 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 実 施 の 形 態 １ 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ は 本 発 明 に か か る 液 晶 駆 動 装 置 の 第 1の 実 施 の 形 態 に か か る 構 成 の 一 部 を 簡 略 的 に
示 す 構 成 図 で あ っ て 、 液 晶 表 示 素 子 が マ ト リ ク ス 状 に 配 設 さ れ た 画 素 ア レ イ １ ０ に 対 し て
２ つ の 行 ラ イ ン （ ｎ お よ び n+1） に 駆 動 信 号 を 送 る 構 成 を 例 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ラ イ ン ｎ に 対 し て は シ フ ト レ ジ ス タ 2１ の 出 力 に よ っ て イ ネ ー ブ ル ス イ ッ チ ／ バ ッ フ ァ
３ １ を 介 し て イ ネ ー ブ ル ラ イ ン Pe１ 上 の 信 号 を 画 素 ア レ イ １ ０ に 対 す る 信 号 Rnと し て 出 力
し て お り 、 同 様 に ラ イ ン ｎ ＋ １ に 対 し て は シ フ ト レ ジ ス タ ２ 2の 出 力 に よ っ て イ ネ ー ブ ル
ス イ ッ チ ／ バ ッ フ ァ ３ ２ を 介 し て イ ネ ー ブ ル ラ イ ン Pe２ 上 の 信 号 を 画 素 ア レ イ １ ０ に 対 す
る 信 号 Rn+1と し て 出 力 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 シ フ ト レ ジ ス タ は そ の ラ イ ン の ノ ー ド （ Rnノ ー ド ） へ の 出 力 の 他 に イ ネ ー ブ ル 出 力 Ren
を 有 し て お り 、 こ の イ ネ ー ブ ル 出 力 Renで ダ ミ ー キ ャ パ シ タ Cdを 充 電 す る と と も に 、 １ つ
前 お よ び １ つ 後 の シ フ ト レ ジ ス タ に 入 力 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 シ フ ト レ ジ ス タ と イ ネ ー ブ ル ス イ ッ チ ／ バ ッ フ ァ の 部 分 の 具 体 的 な 回 路 を 図 ２ に 示 す 。
以 下 の 回 路 図 に お い て は ト ラ ン ジ ス タ は す べ て nチ ャ ネ ル 型 と し て 説 明 す る も の と し 、 ラ
イ ン nを 中 心 と し て 説 明 す る が 、 他 の ラ イ ン で も 同 様 の 構 成 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ド レ イ ン に 前 ラ イ ン の イ ネ ー ブ ル 出 力 Ren-1が 供 給 さ れ 、 ド レ イ ン と ゲ ー ト が 接 続 さ れ
た ト ラ ン ジ ス タ Q1の ソ ー ス と 、 ゲ ー ト に 次 ラ イ ン の イ ネ ー ブ ル 出 力 Ren+1が 供 給 さ れ て ソ
ー ス に リ セ ッ ト レ ベ ル 電 圧 で あ る Ｖ resetが 与 え ら れ る ト ラ ン ジ ス タ Q2の ド レ イ ン が 接 続
さ れ 、 そ の 接 続 ノ ー ド N1に は ２ つ の キ ャ パ シ タ C1お よ び C2が 接 続 さ れ る と 共 に ト ラ ン ジ ス
タ Q3お よ び Q６ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ て い る 。 ノ ー ド N1に は さ ら に ト ラ ン ジ ス タ Q４ の ド レ イ
ン も 接 続 さ れ 、 そ の ソ ー ス に は Ｖ reset電 位 が 与 え ら れ る 。 ト ラ ン ジ ス タ Q3の ド レ イ ン に
は パ ル ス 信 号 Pが 与 え ら れ 、 Q3の ソ ー ス は ト ラ ン ジ ス タ Q５ の ド レ イ ン と 接 続 さ れ て い る 。
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キ ャ パ シ タ C1の 他 端 に は 反 転 さ れ た パ ル ス 信 号 invPが 与 え ら れ て い る 。 ト ラ ン ジ ス タ Q６
の ソ ー ス は ト ラ ン ジ ス タ Q7 の ド レ イ ン と 接 続 さ れ 、 こ の 接 続 点 が 出 力 ノ ー ド と な っ て 出
力 Rnが 取 り 出 さ れ る 。 ト ラ ン ジ ス タ Q４ , Q５ , Q7の ゲ ー ト に は リ セ ッ ト 信 号 が 入 力 さ れ る
よ う に な っ て い る 。 ト ラ ン ジ ス タ Q3と Q５ の 接 続 点 は 接 続 ノ ー ド は 接 続 ノ ー ド NE1で あ り 、
こ の ノ ー ド に は キ ャ パ シ タ C2の 他 端 が 接 続 さ れ 、 イ ネ ー ブ ル 出 力 Renが 現 れ る と 共 に Ｖ res
etと の 間 に ダ ミ ー キ ャ パ シ タ Cdが 接 続 さ れ て い る 。 こ の ダ ミ ー キ ャ パ シ タ は シ フ ト レ ジ ス
タ の 動 作 を 維 持 す る た め に 必 要 な 容 量 で あ る た め 、 寄 生 容 量 を 十 分 に 吸 収 で き る よ う な 値
の 容 量 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 か ら 、 図 2に 示 し た 回 路 と 図 1の ブ ロ ッ ク 図 と の 関 係 は ト ラ ン ジ ス タ Q６ が ゲ ー ト ド
ラ イ ブ を 行 う イ ネ ー ブ ル ス イ ッ チ ／ バ ッ フ ァ に 相 当 し 、 他 の 部 分 は シ フ ト レ ジ ス タ お よ び
ダ ミ ー キ ャ パ シ タ に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 こ の 液 晶 駆 動 回 路 の 動 作 を 図 3の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま ず 、 上 述 し た 構 成 の う ち 、 ト ラ ン ジ ス タ Q４ 、 Q５ 、 Q7の ゲ ー ト に reset信 号 が 印 加 さ
れ て リ セ ッ ト が 行 わ れ る が 、 こ れ は 動 作 を 確 実 に す る た め に 、 回 路 内 の 不 要 な 電 荷 を 排 出
す る た め に 各 フ レ ー ム に 対 し て 1回 だ け 全 ラ イ ン 共 通 に 行 わ れ る も の で あ る の で 、 こ れ ら
の ト ラ ン ジ ス タ は 動 作 上 無 視 し て 考 え て よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 3に お い て は 、 実 線 は ス キ ャ ン を 跳 ば す 場 合 、 破 線 は シ フ ト レ ジ ス タ を 順 次 動 か す 場
合 に つ い て 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 今 、 第 nラ イ ン に 着 目 す る と 、 図 2か ら 明 ら か な よ う に 、 第 nラ イ ン の 出 力 Rnと Renを 得 る
に は 1ラ イ ン 前 の Rn-1が 必 要 と な る た め 、 1ラ イ ン 前 の 動 作 か ら 検 討 す る 。 な お 、 ト ラ ン ジ
ス タ Q2の ゲ ー ト に は 次 の ラ イ ン に お け る イ ネ ー ブ ル 信 号 Ren+1も 入 力 さ れ る が 、 こ れ は nラ
イ ン に お い て は ロ ウ で あ る た め 、 Q2は オ フ 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ れ に 対 し 、 1ラ イ ン 前 で は Ren-1は ハ イ と な る た め 、 ト ラ ン ジ ス タ Q1は オ ン と な っ て 、
Rnノ ー ド は 、 ハ イ レ ベ ル よ り ト ラ ン ジ ス タ Q1の し き い 値 電 圧 分 少 な い 電 圧 ま で 上 昇 し 、 ト
ラ ン ジ ス タ Q3お よ び Q６ は オ ン と な る 。 ス キ ャ ン を 行 う 場 合 に は Pe1が ハ イ に な る こ と に よ
り 出 力 Rnも ハ イ と な る が 、 ス キ ャ ン を 跳 ば す 場 合 に は Ｐ ｅ の パ ル ス が 与 え ら れ な い た め 、
ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ６ が オ ン と な っ て も Rnは ロ ウ 状 態 の ま ま で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 方 、 ス キ ャ ン を 跳 ば す 場 合 に は 、 ス キ ャ ン パ ル ス Ｐ 1が 与 え ら れ 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３
が オ ン と な っ て い る こ と か ら 、 ノ ー ド NE1に お け る イ ネ ー ブ ル 出 力 Ｒ enは ハ イ と な り 、 ダ
ミ ー キ ャ パ シ タ Cｄ が 充 電 さ れ る 。 同 時 に キ ャ パ シ タ Ｃ ２ と ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ は ブ ー ト ス
ト ラ ッ プ 回 路 を 構 成 し て い る こ と か ら 、 Ｒ nノ ー ド の 電 位 は 図 ３ に 示 す よ う に Ｒ n-1ノ ー ド
に お け る 立 下 り の タ イ ミ ン グ で さ ら に 上 昇 す る 。 す な わ ち 、 ｎ － １ ラ イ ン と ｎ ラ イ ン の ２
期 間 で レ ベ ル が ２ 段 階 に 変 化 す る 信 号 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 ス キ ャ ン パ ル ス と し て Ｐ １ お よ び Ｐ ２ と し て ２ 系 統 の 信 号 を 準 備 し た の は 、 ラ イ
ン ご と の 動 作 を 確 実 に す る た め で あ る 。 ま た 、 図 ２ か ら 明 ら か な よ う に 反 転 さ れ た パ ル ス
invPも 用 い ら れ て い る が 、 こ の 信 号 は 各 シ フ ト レ ジ ス タ 内 で 反 転 手 段 を 設 け て 反 転 信 号 を
作 り 出 し て も 、 ス キ ャ ン バ ル ス と し て 独 立 の 信 号 供 給 線 を 準 備 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 後 者 の 場 合 、 Ｐ １ 、 invＰ １ 、 Ｐ ２ 、 invＰ ２ の ４ 本 の 信 号 供 給 線 か ら ラ イ ン ご と に 正 逆
の １ 対 の 信 号 を 交 互 に 取 り 出 す こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 上 の よ う な 関 係 は 連 続 す る 任 意 の ２ 期 間 に お い て 同 様 で あ り 、 各 ラ イ ン ご と に 同 様 の
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動 作 が 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 2の 回 路 を 用 い る こ と に よ り 、 シ フ ト レ ジ ス タ は 順 次 各 ラ イ ン の ノ ー ド を オ ン に し て
い く が 、 イ ネ ー ブ ル ス イ ッ チ Q6が オ ン さ れ な い 限 り そ の ラ イ ン の 駆 動 は 行 わ れ ず 、 表 示 も
行 わ れ な い 。 し た が っ て 、 シ フ ト レ ジ ス タ で 表 示 開 始 ラ イ ン ま で 進 め 、 イ ネ ー ブ ル ス イ ッ
チ を オ ン と す る こ と に よ り 液 晶 の 部 分 駆 動 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ し て 、 各 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト に は 必 要 な タ イ ミ ン グ で の み ハ イ 電 位 が 供 給 さ れ る よ
う に な っ て お り 、 ま た 、 イ ネ ー ブ ル ス イ ッ チ を 介 し て 画 素 ア レ イ の ラ イ ン に 供 給 さ れ る パ
ル ス は Peに つ い て は イ ネ ー ブ ル ス イ ッ チ を 構 成 す る ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト に 印 加 さ れ る の
で は な く 、 ド レ イ ン に 供 給 さ れ る の で あ る か ら 、 ト ラ ン ジ ス タ を ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン で
形 成 し た 場 合 に も ト ラ ン ジ ス タ の 劣 化 は 抑 制 さ れ 、 駆 動 回 路 の 寿 命 を 長 く す る こ と が で き
る 。
【 実 施 の 形 態 ２ 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 4な い し 図 ６ は 本 発 明 に か か る 液 晶 駆 動 装 置 の 第 2の 実 施 の 形 態 に か か る 構 成 お よ び 動
作 を 示 す も の で あ る 。 図 ４ は そ の 構 成 を 簡 略 的 に 示 す 図 で あ っ て 、 図 1の 構 成 と は 異 な り
、 液 晶 画 素 ア レ イ １ ０ の 両 側 に シ フ ト レ ジ ス タ を 配 置 し 、 一 方 側 を 表 示 す べ き ラ イ ン に 移
動 さ せ る も の と し 、 他 方 側 を 画 素 ア レ イ の ゲ ー ト 線 に 選 択 パ ル ス を 供 給 す る よ う に し た も
の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 4に あ っ て は 、 ｎ お よ び ｎ ＋ １ の ２ つ の ラ イ ン に つ い て の 構 成 を 示 し て お り 、 右 側 の
シ フ ト レ ジ ス タ ５ １ ， ５ ２ は ラ イ ン を 進 め る 第 ２ の シ フ ト レ ジ ス タ 、 左 側 の シ フ ト レ ジ ス
タ ４ １ ， ４ ２ は 画 素 ア レ イ １ ０ に ラ イ ン 駆 動 を 行 わ せ る 第 １ の シ フ ト レ ジ ス タ と な っ て い
る 。 ま た 、 画 素 ア レ イ １ ０ に 隣 接 し て ス キ ャ ン 信 号 に よ り 第 2の シ フ ト レ ジ ス タ の 出 力 ラ
イ ン と 第 1の シ フ ト レ ジ ス タ の 出 力 ラ イ ン と を 接 続 す る ス イ ッ チ SWが 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ５ は 図 ４ の 構 成 を 具 体 的 に 示 す 回 路 図 で あ り 、 ｎ ラ イ ン の 構 成 に つ い て 記 述 し て い る
が 、 他 の ラ イ ン で も 同 様 の 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 左 側 の ５ つ の ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ １ か ら Ｑ １ ５ を 有 し て 構 成 さ れ る シ フ ト レ ジ ス タ は 、 図
２ に お い て 説 明 し た 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ か ら Ｑ ５ を 有 し て 構 成 さ れ た シ フ ト レ ジ ス タ 部 分
と 回 路 的 に は 全 く 同 じ 構 成 と な っ て お り 、 参 照 番 号 を １ ０ 番 台 と し て い る が 、 入 力 さ れ る
信 号 は 図 １ の よ う な イ ネ ー ブ ル 信 号 Ren-1、 Ｒ en+1で は な く 、 前 ラ イ ン お よ び 次 ラ イ ン の
シ フ ト レ ジ ス タ の 出 力 で あ る Ｒ n-1、 Ｒ n+1と な っ て お り 、 得 ら れ る 出 力 が Rnの み で あ る 点
が 異 な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 一 方 、 右 側 の ５ つ の ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ １ か ら Ｑ ２ ５ を 有 し て 構 成 さ れ る シ フ ト レ ジ ス タ
は 図 ２ に お い て 説 明 し た 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ か ら Ｑ ５ を 有 し て 構 成 さ れ た シ フ ト レ ジ ス タ
部 分 と ダ ミ ー キ ャ パ シ タ Ｃ ｄ を 含 め て 回 路 的 に は 全 く 同 じ 構 成 と な っ て お り 、 参 照 番 号 を
２ ０ 番 台 と し て い る が 、 図 ２ の キ ャ パ シ タ Ｃ １ ， Ｃ ２ に 対 応 す る も の は イ ネ ー ブ ル 信 号 に
関 係 す る た め 、 そ れ ぞ れ Ｃ e２ 1、 Ｃ e２ 2と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 2の 構 成 と 大 き く 異 な る の は 、 左 側 の シ フ ト レ ジ ス タ の 出 力 Ｒ ｎ が 画 素 ア レ イ １ ０ に
供 給 さ れ た 後 、 右 側 に お い て 、 イ ネ ー ブ ル ス イ ッ チ で あ る ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ １ の 一 方 側 端
子 に 接 続 さ れ 、 他 方 側 に 右 側 の シ フ ト レ ジ ス タ の 出 力 で あ る Ｒ enが 接 続 さ れ て お り 、 こ の
ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト に は 画 素 ア レ イ に 対 し て ス キ ャ ン を 行 わ せ る ｓ ｃ ａ ｎ 信 号
が 与 え ら れ る 点 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の ｓ ｃ ａ ｎ 信 号 を 発 生 さ せ る 回 路 構 成 は 、 ソ ー ス と ゲ ー ト が 接 続 さ れ た ト ラ ン ジ ス タ
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Ｑ ４ １ の ド レ イ ン に 各 ラ イ ン の ゲ ー ト を 共 通 接 続 す る ゲ ー ト ラ イ ン が 接 続 さ れ 、 ソ ー ス に
は ScanEnable1信 号 が 供 給 さ れ 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ １ の ソ ー ス は キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ｃ と ト ラ
ン ジ ス タ Ｑ ４ ２ の ソ ー ス の 接 続 点 と 接 続 さ れ て い る 。 キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ｃ の 他 端 に は ScanEn
able2信 号 が 供 給 さ れ 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ ２ の ド レ イ ン に は Ｖ reset電 位 が 与 え ら れ 、 ゲ ー
ト に は ス キ ャ ン の リ セ ッ ト を 行 う た め の Ｓ canReset信 号 が 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の 回 路 の 動 作 を 図 ６ の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 各 フ レ ー ム の 最 初 に 各 シ フ ト レ ジ ス タ の リ セ ッ ト を 行 う 。 そ し て ま ず 右 側 の シ フ ト レ ジ
ス タ を 動 作 さ せ 、 所 望 の ラ イ ン ア ド レ ス ま で 進 め る 。 今 、 ラ イ ン ｎ に 達 し た も の と す る と
、 ノ ー ド Ｎ Ｅ １ ２ で は ブ ー ト ス ト ラ ッ プ 作 用 で ２ 段 階 に 増 加 さ れ た レ ベ ル と な っ て お り 、
イ ネ ー ブ ル 信 号 Ｒ enが 発 生 し て お り 、 ダ ミ ー キ ャ パ シ タ も 充 電 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の ラ イ ン ｎ を 部 分 駆 動 の 開 始 ラ イ ン と し て 、 ScanEnable1信 号 が ハ イ と な る と ダ イ オ
ー ド 接 続 さ れ た ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ １ を 介 し て Scan信 号 レ ベ ル が 上 昇 し 、 続 い て ScanEnable
1信 号 が ハ イ で あ る 期 間 内 で ScanEnable2信 号 が ハ イ に な る と 、 ス キ ャ ン 用 の キ ャ パ シ タ Ｃ
ｓ ｃ が 充 電 さ れ 、 こ の キ ャ パ シ タ 内 の 電 荷 が Scan信 号 に 加 わ る た め 、 Scan信 号 は ２ 段 階 の
上 昇 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ １ は 導 通 し 、 ノ ー ド Ｎ Ｅ ２ ２ に 現 れ る 電 圧 レ ベ ル は 画 素
ア レ イ の ラ イ ン nを 駆 動 さ せ る Ｒ ｎ と し て 作 用 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の Ｒ ｎ の 値 が 決 ま る こ と に よ り 、 こ れ が 次 ラ イ ン の シ フ ト レ ジ ス タ に 送 ら れ 、 ま た パ
ル ス Ｐ １ お よ び Ｐ ２ が 供 給 さ れ る た め 、 左 側 の シ フ ト レ ジ ス タ は 次 々 に ラ イ ン が 進 み 画 素
ア レ イ の 駆 動 が 行 わ れ 、 部 分 駆 動 が 実 現 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の よ う に 、 右 側 の シ フ ト レ ジ ス タ で 部 分 駆 動 す る ラ イ ン ア ド レ ス に 到 達 す る と そ の 出
力 が 画 素 ア レ イ を 駆 動 す る 信 号 と な り 、 以 後 は 左 側 の シ フ ト レ ジ ス タ が 順 次 画 素 ア レ イ の
ラ イ ン を 順 次 駆 動 し て い く た め 、 部 分 駆 動 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の 部 分 駆 動 を 停 止 す る に は 、 ScanReset信 号 を 供 給 し て ト ラ ン ジ ス タ Q31を オ フ し 、 右
側 の シ フ ト レ ジ ス タ に お い て ereset信 号 を 供 給 し て Renノ ー ド の 電 位 を 低 下 さ せ る こ と に
よ り 、 次 の ラ イ ン に 対 す る Ｒ ｎ の 供 給 を 停 止 さ せ れ ば よ い 。 こ れ に よ り 、 図 6か ら 明 ら か
な よ う に 、 左 側 の シ フ ト レ ジ ス タ の 動 作 も ２ ラ イ ン 先 で は 完 全 に 停 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の よ う な 構 成 を 採 用 す る こ と に よ り 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 シ フ ト レ ジ ス タ を
構 成 す る ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト に は 高 電 圧 が 印 加 さ れ 続 け る こ と は な く 、 ア モ ル フ ァ ス シ
リ コ ン ト ラ ン ジ ス タ の 劣 化 を 防 止 で き る と と も に 、 二 つ の シ フ ト レ ジ ス タ を 液 晶 表 示 画 面
の 両 側 に 配 置 す る こ と が で き る た め 、 ス ペ ー ス に 関 し て 制 限 の 多 い 装 置 、 特 に 携 帯 型 電 話
等 の 用 途 に お い て 、 ス ペ ー ス 効 率 の 高 い 液 晶 表 示 装 置 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 実 施 の 形 態 ３ 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 図 ７ な い し 図 ９ を 参 照 し て 本 発 明 に か か る 液 晶 駆 動 装 置 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 を 説
明 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ７ は 本 発 明 に か か る 液 晶 駆 動 装 置 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ
り 、 他 の 実 施 の 形 態 と 同 様 に ｎ ラ イ ン と ｎ ＋ １ ラ イ ン に つ い て 示 し て い る 。 参 照 番 号 6１
お よ び 6２ で 示 さ れ る 左 側 の 第 １ の シ フ ト レ ジ ス タ は 所 望 の ア ド レ ス ラ イ ン ま で 進 め る た
め の シ フ ト レ ジ ス タ で あ り 、 こ の 出 力 と ス キ ャ ン を 有 効 に す る Ｓ ｃ ａ ｎ 信 号 の 論 理 和 に さ
ら に 前 ラ イ ン か ら の イ ネ ー ブ ル 信 号 の 論 理 積 に よ り 画 素 ア レ イ １ ０ を ラ イ ン 駆 動 す る 信 号
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を 出 力 す る 、 参 照 番 号 7１ ， 7２ で 示 さ れ る 第 ２ の シ フ ト レ ジ ス タ を 備 え て い る 。 こ の 回 路
は 、 ス キ ャ ン を 有 効 に さ せ る 信 号 と イ ネ ー ブ ル 信 号 を 利 用 し て 高 い 駆 動 電 圧 を 画 素 ア レ イ
に 供 給 す る よ う に し た も の で あ る 。 な お 、 図 ７ に は 論 理 和 ゲ ー ト Ａ Ｎ Ｄ と 論 理 積 ゲ ー ト Ｏ
Ｒ が 示 さ れ て い る が 、 こ れ ら は 機 能 的 に 表 現 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 具 体 的 な 回 路 を 図 ８ に 示 す 。 こ こ で は ラ イ ン ｎ に つ い て の 構 成 を 示 し て い る が 、 他 の ラ
イ ン で も 同 様 の 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ５ つ の ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ５ １ か ら Ｑ ５ ５ で 構 成 さ れ る 第 １ の シ フ ト レ ジ ス タ に 相 当 す る 部
分 は イ ネ ー ブ ル 信 号 Ｒ enを 発 生 す る が 、 Ｒ ｎ を 出 力 す る 部 分 を 除 き 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ か
ら Ｑ ５ に よ り 構 成 さ れ た 図 ２ の シ フ ト レ ジ ス タ 部 分 と 回 路 的 に は 全 く 同 じ 構 成 と な っ て い
る た め 、 参 照 番 号 を ５ ０ 番 台 と し て 対 応 さ せ て あ る 。 し た が っ て 、 図 ２ で 説 明 し た の と 全
く 同 じ 動 作 に よ り 、 順 次 空 ス キ ャ ン を 行 い 、 当 該 ラ イ ン に 達 し た と き に そ の ラ イ ン を イ ネ
ー ブ ル に す る Ren信 号 が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の 出 力 信 号 Ｒ enは 図 ５ に 示 し た の と 同 じ 構 成 の イ ネ ー ブ ル ス イ ッ チ Ｑ ３ １ に 接 続 さ れ
、 こ の ト ラ ン ジ ス タ の 他 端 側 は 第 ２ の シ フ ト レ ジ ス タ の 入 力 端 と な っ て い る 。 な お 、 各 ラ
イ ン の イ ネ ー ブ ル ス イ ッ チ の ゲ ー ト に 対 し て scan信 号 を 発 生 さ せ る 回 路 構 成 は 、 図 ５ と 全
く 同 じ で あ る の で 、 同 じ 参 照 番 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の イ ネ ー ブ ル ス イ ッ チ Ｑ ３ １ の 反 対 側 の 第 ２ の シ フ ト レ ジ ス タ も 第 １ の シ フ ト レ ジ ス
タ と ほ ぼ 同 様 な 構 成 と な っ て い る が 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ６ １ の ド レ イ ン と Ｑ ６ ２ の ソ ー ス の
接 続 点 で あ る ノ ー ド Ｎ ６ １ に は イ ネ ー ブ ル ス イ ッ チ Q31を 介 し て 供 給 さ れ た イ ネ ー ブ ル 信
号 Ｒ enが 接 続 さ れ る 。 第 ２ の シ フ ト レ ジ ス タ に よ り 画 素 ア レ イ １ ０ の 当 該 ラ イ ン を 駆 動 す
る 出 力 Ｒ ｎ が 得 ら れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ８ の 構 成 に お け る 動 作 を 図 ９ の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 第 １ の シ フ ト レ ジ ス タ で は １ ラ イ ン ご と に そ の ラ イ ン を 有 効 に す る 信 号 が 出 力 さ れ て お
り 、 ｎ ラ イ ン に 対 し て も ノ ー ド Ｎ Ｅ ５ ２ に は ２ 段 階 に 上 昇 し た レ ベ ル の イ ネ ー ブ ル 信 号 Ｒ
enが 現 れ て い る 。 し か し こ の レ ベ ル の 信 号 Ｒ enは イ ネ ー ブ ル ス イ ッ チ Ｑ ３ １ が オ ン と な ら
な い 限 り 第 ２ の シ フ ト レ ジ ス タ に は 影 響 を 及 ぼ さ な い の で 、 い わ ゆ る 空 ス キ ャ ン を 行 う こ
と に な る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ５ の 構 成 に つ き 図 ６ を 用 い て 説 明 し た よ う に 、 当 該 ラ イ ン で ScanEnable1信 号 お よ び S
canEnable2信 号 が 与 え ら れ る こ と に よ り 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ １ は オ ン と な り 、 イ ネ ー ブ ル
出 力 Ｒ enは 前 述 し た よ う に 第 ２ の シ フ ト レ ジ ス タ の 内 部 ノ ー ド Ｎ ６ １ に 印 加 さ れ る 。 こ の
ノ ー ド Ｎ ６ １ は 回 路 の 内 部 端 子 で あ る か ら 、 ハ イ イ ン ピ ー ダ ン ス で あ り 、 こ の ノ ー ド に は
ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ６ １ を 介 し て 前 ラ イ ン の 出 力 Ｒ n-1が 加 算 さ れ 、 さ ら に キ ャ パ シ タ Ｃ ６ ２
と ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ６ ３ に よ る ブ ー ト ス ト ラ ッ プ 作 用 に よ り 、 ２ 段 階 で 引 き 上 げ ら れ る た め
、 ノ ー ド Ｎ ６ ２ に は 例 え ば １ ５ Ｖ 程 度 の 大 き な 電 圧 を 発 生 さ せ る こ と が で き 、 当 該 ラ イ ン
か ら 画 素 ア レ イ を 駆 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 イ ネ ー ブ ル 出 力 を 第 １ の シ フ ト レ ジ ス タ で 得 、 こ れ を ス キ ャ ン 指
示 の あ っ た と き だ け イ ネ ー ブ ル ス イ ッ チ を 介 し て 第 ２ の シ フ ト レ ジ ス タ に 接 続 し 、 こ の 第
２ の シ フ ト レ ジ ス タ の 作 用 に よ り ラ イ ン 駆 動 信 号 を 発 生 さ せ る よ う に し て い る の で 、 部 分
駆 動 を 容 易 に 実 現 で き る と と も に 、 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト に は 限 ら れ た 時 間 し か 高 電 圧 が
印 加 さ れ ず 、 ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン で 形 成 さ れ た ト ラ ン ジ ス タ で あ っ て も 劣 化 が 著 し く 抑
制 さ れ る た め 、 長 期 に わ た っ て 安 定 し た 駆 動 動 作 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
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　 以 上 の 各 実 施 の 形 態 で は 、 各 シ フ ト レ ジ ス タ は ほ ぼ 同 じ 構 成 と な っ て い た が 、 同 様 の 作
用 を 奏 す る 変 形 等 を 適 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に か か る 液 晶 駆 動 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 構 成 を 詳 細 に 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に お け る 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に か か る 液 晶 駆 動 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で
あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 構 成 を 詳 細 に 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に お け る 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に か か る 液 晶 駆 動 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で
あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の 構 成 を 詳 細 に 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ に お け る 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
10　 画 素 ア レ イ
21、 22、 41、 42、 51、 52、 61、 62、 71、 72　 シ フ ト レ ジ ス タ
31,32　 イ ネ ー ブ ル ス イ ッ チ
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种液晶驱动电路和包括该液晶驱动电路的液晶显示
装置，其中即使在由非晶硅构成的GOG电路的情况下，在部分驱动期间
元件的劣化也最小化。 液晶驱动电路包括：第一移位寄存器（21、51、
61），其用于使用于显示图像并输出使能信号的像素阵列的行地址顺序
地前进；以及第一移位寄存器。 用于将用于驱动与使能信号相对应的线
的信号输出到由上述使能的线的驱动装置（31、41、71），构成它们的
晶体管由非晶硅制成。 形成。 液晶显示装置还包括由液晶驱动电路驱动
的像素阵列。 [选型图]图1
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